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1) 原語は IIepBOHa'!aHI:.BOe00咽a四C四qeCKOe百四oma田8 であり， 逐語的には原始的社会
主義的蓄積であるがj 本稿では社会主義的原拍蓄積と訳出する。尚s 以下 Cは，社原菩と暗記す
る。
2) Vgl. N. Bucharin. Okonomik de，: Tyansfovmationsperiode， 1922， S. 123 
3) 日KG田MlIEanepe:玄O，n;Ioronepno，l;a， 1920本書はもとその独訳(注2)に従ってか. r転盟期
の経済学」と訳出されていた。
4) E. A. IIp田6pa品，"0回量， 1886-1937. 1903年に入党。一貫して「左派」として活動。 18年に
はプレスト・リトウスグ講和に反対o19年にはプハ リγと共iご「共産主義のAECJを書く。
27年に党を除名されたが，自己批判して復党。しかし町年に粛清された。
5) {UCROBHO量saKOHcoI.ta四cTJt!l:eCKoro血即日園田時 BeCT皿 KEoM町田QT:四郎副量AKa-
月四回 No.8， 1924，所載。


















前者')が， プνォ理論は労農同盟を破壊する理論であり， 見ターリ Yによる工
業化とは何の関連もないとするのに対し，後者「近代化」論者は. lndustrial-
lzationの理論としてプレオ理論を把握することにより， スターリ V との同質
性・連続性を強調するのである。





7) 日本における『新経済」の内容紹介論文としてはj 和田敏雄j プハ リン・プνオプラジェ γ
スキー 論争 「共産圏問題」第8巷第9号.1964，9がある。
8) A. Erlich， The Soviet lna切strializationDebate，1924-28， 1960; N. Spulbet， Soviet St叩:tegy
f01l ECrl'/1ο削(;G'Iowth， 1964，事がある。
'9) M. Dobb. Sovzet 耳目附捌cDevelopme叫 since1917， 194-8 (軒々 村ー 男訳「ソヴェト経済
史」上巻)の第8章工期ヒ問題 ditto“The Discu回 ionsof the Twenties on P!an即時 and
Economic Growth "， Soviet Stud~es. Vol XVIII， No. 2， Qct. 1965， pp. 198-208， esp. pp 
207-08はその代表的見解。

















全に固有化され， I社会主義ウグヲ-r Jが成立するのであるが， Iそれとか









11) 主と Lて. rν ェー γ全集」第4版，質32巻および第27巻j 第31巻などを参照した。























経済政策は功を奏した。 1920年には戦前 (1913年〕水準のわずか 14%にすぎな
かった工業生産高は， 24年には 45%，翌年には 76%に達する町。農業につい
てもお年にはほぼ戦前水準を回復するのである問。しかし，既に本節冒頭でも




16) n. 11. JIH町e田 0，MCToprur Rapo}r;Horo X03JIllCna 0口 P.哩 III，1956， CTp. 165 
17) TaM Ae， CTp. 134 
18) Erlich， op. cit.， pp. XVI-VII 

























19) ドップ，前掲邦訳書， 240-41ベー タ。
20) 本稿では取扱えなかったが，バザ一戸プ(B.A. Basapo:B)はユー クーで興味ある論議を展開
してu、る。 cf.Erlich， op. cit.， Part 1， Ch. 3 
.21) このグルー プにはその他k:，シャー ニン (JI.illa皿 H)，λタ リン σf.B. U':r回国)などがい


























22) フV、 リγ 「社会主義への道J1925年，邦訳j ま造文庫版， 70ベージ。
23) Bucha.rin， Die N阿 eor，同帥刊吋同 del' okon開 1.isohanPolitik， S. 174.; P. Knirsch， Die 
時onomischenAnsckau~訓gen Nikolaj 1. Buc;harins， 1959， S.200から引用。
24) プF リー0/，前掲書， 111-、ージ。
25) I peo6taJKe:ac阻i:， HOllan 9KOHO:MHKa， CTt. 282 (p. 256). ( )内は英訳の貰，以下同じ。
26) Ta盟国防， CTt. 200 (p. 180) 





















































28) ヅハー リゾl前掲書目-96ベ-:/0 
四) By且 tHH，E .Bonpocy 0 a師団OMepH凹叩xII~peXO胆oro rrepno凧 1928，CTt. 53-54邦訳，
過渡期の合怯則性の問題 「スター リ γ=プハ リコノ薯作集」第5告 318へ ジ。
30) プハ リン，第14回そスグワ県党協議会における損説。 P.Knirsch， a. a. 0.， S:200，から引
用。
31) IIpeo6pa誕 eHCRs量.yKa3むQ'I.， CTp. .319-2⑪ (p. 290). 
32) 33) TaM抵e.CTt. 99 (p_ 89) 

























済慢〉の特質はこの「法則」諭によくあらわれている (Byxap阻!戸田 00可 C'J'p. 33-54 邦
訳.301-18ペー ジ)。 なおプレオは「新経済」第2旺への序文の中で;この「法則」論の基本的
には適格な批判を行なっている (OM.IIpeo6pam:6UoN1:iI， yl¥:a3. uQ'I.， uTP. 26-38 (pp. 20-32) 
35) IIpeo6pa.me.Hc阻量.y.Kas. CO'1:.， CTp. 8 (p. 3) 
























37) TaM lEe， CTp. 54-62 (pp. 48-55) 
3~) TaM瓦e，CTp. 324 (p. 295) 
39) TaM lEi， C.Tt. 252 (p. 226) 




4~) TaM瓦e，CTt. 90 (p. 81) 


















側面とじて. B (1) r直接的生産者の収奪」を通じて，三重の意味で「自由
なJ賃労働者をつくりだすこと。 (2) 一定量の生産手段・生活手段もしくは貨
幣的形態での富を柏芽的資本家の子中に蓄積する己と，を析出する。 ζ れに対





4:1) TaM .1Re， CTJl. 94 (p. 84)ー この部分の英訳は不完全であるロ

























46) IIpeU'6pa耐臨阻止戸田 COq"CTp. 217 (p. 196) 
47) Ta砥 AD，CTp. 105 (p. 94) 
48) TaM誕te，CTp. 177 (p. 159) 
49) Ta班活te，CTp. 134. (p. 120) 


























51) TaM JKe. CTp. 138 (p. 123) 
52) TaM JKe， CTp. 179 (pp. 16Q-1) 
53) TaM JKe. CTt. 178 (p. 160) 
.54) TaM部e，むTp.2d2 (p. 182) 
55) 社原蓄期の犠牲はj 農民だけが負担するのではもちろんない。労働者もj 本来その消費フォγ
ドにあてられるべき部分を断念して.国営工業への投資にふりむけるのである。そしてロジアよ
り先進的な諸国での社原蓄ではl この部分の占める比重の方がヨリ大きいであろう，とt庄は考え
ている。 TaM..1Ke， CTt. 138 (p. 124) 

























56) Ta:M: lKe， CTt. 162 (p. 146) 
57) TaM. Ae， CTt. 94 (pp. 8←85) 
58) Ta混成e，CTp. 66 (p. 59) 
59) TaM. JIte. CTt. 66 (p. 58) 
60) Ta:M探e，CTp. 279 (p. 253) 



























62) TaM Ae， CTp. 32 (p. 26) 
63) 1. Deutscher， Trotsky 1921-9， The ProPhet Unarmed， 山酉他訳「武力なき予言者トロツキ
一J255ベジ。
74 (74) 智 100巻鎗1号


















たべ ということである。 ζ こにプレオの過渡期把握の最重要の特徴の 1つが
64) 66) E. PreobrazhensI:t.i， Eco即日エcEquilibrium in the System of the U. S. S. R.， in 
Foundatiοns 01 Soviet Strategグ10jlEconomic G町叫h，Se1ected Soviet Essays 1924-30， ed 
by N. Spulber 




と世は考えてし唱。 YRMI.CO可， CTp 262 (p. 237) し叫、かえれば，農業の集団化は社原替
の結果としてのみ可能kなると考えているわけである。
67) II peOOpaJReIlC阻j.j:， yKas. caヨ.CTp. 208-15 (pp. 187-94) 
68) T帥[JKe， CTp: 211 (p. 195) 
69) TaM疏 e，CTp. 216 (p. 195) 























































































74) r労働支出の法則J とはそのような法則だとプハ~V ンは考えている。なお，彼らのこのような
貝解の裏には』エ γゲルスの「自由とは洞察された品然だ」という命題があるのではなかろうか 2
